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緒 言

Dam及 びSchoenheyder (1934)に 依 り,ビ

タ ミンK (ビK)が 発見 され,こ の もの は血

液凝 固原 な るプ ロ トロン ビン(プ ト)の 正 常

濃度 の維持 並 び に血 液凝 固機 序 に於 ける活化

性 に意義 を もつ 事 が 明 らか に され た.Smith

は,プ トは血液 中の或 種 の グ ロブ リンに含 ま

れ る 蛋 白 体 の 一 部 と して存 在 す る と言 つ た

が,最 近, Cohn等 が βグ ロブ リン分 屑 中 に

ある ことを見 出 した.

プ トは ビKの 酵素 約作 用の 下 に,主 と して

肝臟 で作 られ る と推 定 され,ビK欠 乏以 外 に

肝機 能障 碍 の時 に もその減 少が起 る ことが 解

つ た. Smith, Warner, Brinkhous (1937)等

は,諸 種 の肝 臟毒 を用 い,又 別途 に,Warner

 (1938)は 実 験 的に 肝剔 出を行 い,プ トの動揺

を測定 し,そ の減 少が 肝機 能 障 碍程 度 に一致

す る と言 つ た. Wilson (1939)やQuick (1940)

は,プ ト濃 度 と馬 尿 酸法 に依 る肝機 能検 査成

績 との 間 に並行 関 係 を認 め てい る.

この様 な研究 と共 に,プ ト濃度測定法の改

良,簡 便化 と相俟つて臨牀的 にも各方面か ら

多数 の研究が見 られた.外 科領域 に於 ては,

肝胆道系疾患,或 は手術時の出血等の問題が

対象に取 り上 げられた.我 国 で も津 田,後

藤,今 永等諸氏の膵,肝,網 内系の機能を対

象 とした報告が見 られる.私 も外科臨牀 に於

ける血液プ トの研究を行 い, 2～3興 味ある成

績 を得 たが,本 篇 に於てはプ ト測定に関す る

若干の基礎的研究のみを記述す る.

(Ⅰ) 血液プ ト凝固時間測定法

血液凝 固機序の解 明は甚だ困難な問題であ

るが,今 日一般 に 信ぜられているのはMora

witzの 血液凝固説である.即 ち,血 漿 中の非

活性 のプ トが,ト ロンボキナーゼ(ト ロンボ

プ ラスチ ン)の 触媒 作 用を受 け,Caの 存在

の もとに賦活 され,ト ロンビンに変化 し,ト

ロンビンは血漿 中の水溶性 フイブ リ ノーゲン

と結合 し,非 水溶性 フイブ リンを形成 して凝

血 を完了するとい う説である.こ れら凝固要

素 の中,Ca及 び フイブ リノーゲンは,血 液

凝 固の点か らは其の動 搖 の 影 響 が 極 めて軽

く,そ の他の2者 の動搖の影響 は著 しい.そ

こで今プ トか トロンボプ ラスチンか何れか一

方を制約する事 に依 る トロンビン形 成 の 遅

速,即 ち血液凝 固時間の遅速か ら,他 方 の増
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減 を推 測 し得 る.

此 の 様 な 根 拠 か ら,初 めプ ト測定法は,

Brinkhous, Smithの 二段法が考按 され,次 で

Stewart, Rourkeの 改良法が発表 され た.更 に

簡易化 されて今 日最 も普及 した ものにQuick

の一段 法 が ある.私 はQuick氏 法の変法 で

ある毛細管血を使用する加藤氏微 量法 を採 用

した.本 法の利点は,採 血量が少い為頻 回採

血の影響が少い事,毛 細管血 故小児や衰弱患

者か らの採血が容易な事,全 血派を用いる故

色調が明瞭で血漿 を用いる他法 に比べ凝固開

始時期の判定が容易且つ正確 な点等である.

加 藤 氏 原法 は,毛 細管 血 を ピペ ッ トに依 り

0.1c.c.吸 引 し,予 め二 重 蓚酸 液(蓚 酸 ア ンモ

ン1.25g,蓚 酸加里0.75g,蒸 溜 水100c.c.)

の0.01c.c.を 小 時計 皿 にと り室温 で乾 燥 させ

た もの の上 に吹 き出 し直 ちに攪拌 し凝 固 を防

ぎ,之 を 湿つ た濾 紙 を敷 いた シ ヤ ー レ内 に入

れ,蓋 を して保存す る.次 に此の非凝固血の

一定量を別の時計皿 に移 し,同 じピペッ トを

用い同 量 の トロンボプ ラスチ ン浮遊液 とCa

液(無 水塩化Ca 1.11g蒸 溜 水400c.c.)を 相

次で加 え,同 時 に秒時計 を押 し数秒間手早 く

ガ ラス棒で攪拌 混合 し,凝 固時間を室温(25°

～30℃)で 測定 し,之 を以 てプ ト凝固時間と

する.

第1表 Quick氏 法並び に加藤氏原法 と著者の方法 との主なる相違点

*蓚 酸 アムモ ニア 1.25g 蓚 酸 加里 0.75g 蒸 溜 水 100.00cc

プ ト測定法はすべて定量測定でな く,一 定

条件の下に於 ける血液凝固時間の遅速に依 り

判定する もので あるか ら,測 定時の条件を明

らか にしな けれぱな らない.こ の事はQuick

氏法に就て検討 を試 みた牛腸,佐 藤等 も張調

している.私 は加藤 氏原法を種 々検索 し,之

に若干変更を加 えた.今Quick氏 法,及 び加,

藤氏原法 と著者 の方法を比較対照すると第1

表の様である.此 の中最 も重要な要素は測定

時 の 温 度 で あつ て,之 を一定にす るために
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Magath及 びFiechterは 電 気 温 水 槽 を,吉

田,竹 中両 氏はパ ラフイン伸展台を用いてい

る.私 は温度調節自由である血清培 養凝固器

を利用 し,Quickに 準 じて37℃ に調 節 し,

器具及び試剤を予め中に入れ て同温と し,検

者は両手のみを中に差入れて測定 した.尚 測

定に際 しては色々の条件 を可及的同一 にしな

くてはな らない.同 型同大 の時計皿 を用い,

試剤を時計皿上 に移す際の液の広が り具 合

3液 混合の際のガ ラス棒 の 動 か し方 に到 る

迄,総 て同一条件で行 う事が大切である.私

は加藤氏原法 と異 り,3液 混合 に用 うるザ ー

リー氏血色素用 ビペ ッ トも3液 專用の ものを

1本 宛用意 し,更 に最終液滴下 よ り攪拌 完了

迄の時間 も正確に5秒 で行 い得 る様に熟練 し

た.牛 腸氏 も測定には熟練 を要す と言 い,本

法施行 には細心の注意を強調 した.私 は以上

の方法で同一被検血 液に就 き3度 反復 し,其

の平均値を以 てプ ト凝固時間 とした.此 の方

法の正確度を確かめる為,9例 の健康者に就

て同時刻 に採血 してQuick氏 法 と比較 したが,

第2表 の如 く何等遜色 を認めなかつ た.尚 此

の表に於ける凝固時間がQuick氏 原法の12秒

前后,加 藤 氏 原法 の20秒 前 后と比 べて長 い

のは,測 定に当 り トロンボプ ラスチン浮遊液

のみはどの場合 にも第1表 の 「著者の方法」

の項に依る ものを使用 した故であろう.次 に

血漿或は全血液 を食塩 水を以 て種々の濃度に

稀釈 し,各 々の濃度の液 に就 て夫 々Quick氏

法,加 藤氏原法,及 び私の方法でプ ト凝固時

間 を測定 し,プ ト稀釈曲線を作 ると別図の如

く良 く一致 し,私 の方法が他法に劣 らない事

が解つた.更 に私は先に述べた様 に可及的同

一の条 件で測定 して も尚 測定時期の相違 に依

つてプ ト凝 固時間が健康者で も相当変動す る

事を知つた.即 ち6例 に就て測定 した結果が

第3表 の通 りである.此 の 理 由 は甚 だ複 雑

で,血 液採取時の温度,湿 度,そ の他の外界

の影響 は素 よ り,試 剤や家兎脳粉の新 旧等 に

も関係す る ものと考え られ るが,第3表 に見

る如 く,略 々同時 日に測定 した値 は何れ も近

似しているか ら,プ ト濃度を凝固時間で表わ

す事な く指数 と して表わすのが合理的 と考 え

第2表 Quick氏 法 と著者 の方法 と

の プ ト凝固時間の比較

QuicK法 加藤原法 並びに著者の方法

に於 けるプ卜稀 釋 曲線 の比 較

第3表 血液プ ト凝固時間の測定時期に依る相違
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る.即 ち,被 検者のプ ト凝固時間を,そ れ と

同時刻 に採血 した健康者5例 の血液 のプ ト凝

固時間の平均値で除 し,之 に100を 乗じてプ

ト指数 とす る.即 ち,指 数の増減 は凝 固時間

の延長短縮 と一致 し,言 は 凝ゞ 固時間指数 と

もい うべ きもので,被 検者のプ ト濃度正常の

時 は指数100と な り,濃 度が減少 した時は指

数 は100以 上 となる.

(Ⅰ)　 動脈血,静 脈血,毛 細管血に

於け る血液 プ ト指數

加藤氏原法は小児科領域 に於て測定する為

に考按 された もので,「微 量 測 定 法」の名 が

示 す様に毛細管血で測定す るのが特徴である

が,私 は3例 に就て私の方法 に依 り同時刻 に

於 ける動脈血,静 脈血,及 び毛細管血 に就 て

プ ト指数 を測定 し,第4表 の様 な結 果 を 得

た.即 ち,私 の方法では,何 れの血液のプ ト

濃度 にも,実 際上 問題 になる程度の差異 は見

られなかつ た.従 つて時 に臨み何れか一つを

選択採血 の上 測定 を行い対照値 とした.

第4表　 動脈血,静 脈血,毛 細管血

に依 るプ ト指数

動脈血 は採血 も繁 雑困難 の為,実 際問題 と

して之を対照値 として実験 を行つた事は殆ん

どない.

静脈血は最 も容易 に採血が出来,毛 細管血

採血の際 に屡 々見 られる採血 中の凝 固を最小

限に 止め得 るので,特 別の場合 の他は殆 んど

静脈血を以て対照血 とした.静 脈血採血 に当

つては,乾 燥 した2c.c.の ツベル クリン注射

器を用い,太 さ1/1mmの 針をつ け,採 血時の

トロンビン形成を避 ける為可及的円滑迅速に

採血 し直ちに時計皿に移 し, 0.1c.c.ピ ペッ ト

に吸 い上 げて予め乾燥 させて置いた二重蓚酸

塩上 に吹 き出し,ガ ラス棒で攪拌 し,非 凝固

性 として測定 に供 した.

毛細管血採取に当つては,耳 朶或 は指頭

を, Francke氏 刺針 で穿刺 し,外 圧を加える

事な く,流 出す る血液 の最初 の1滴 を拭 い去

つた后,直 接局部か ら0.1c.c.ビ ペッ トで吸

い取つた.

之等3種 の血液 は何れ も採血 し非凝 固性と

した后 は,放 置す る事な く直ちた測定 に供 し

た.

(Ⅲ)　 諸種条件下に於 ける健康人の

血液 プ ト指數

血液プ ト濃度は指数を以て表わすのが妥当

であるか ら,被 検者 と同時 に対照 として健康

者のプ トを も併せ て測定する必要がある.従

つて健康者であつて も日常遭遇す る諸種の条

件でプ ト濃度が変動する様な らば,そ の様な

場合 には対 照として選び得ない.従 つて私は

次の様な種 々の場合に於 けるプ ト濃度の動向

を観察 した.

(イ) 性 別に依 る差異

第5表　 性別に依るプ ト指数の差異

佐藤 は,男 子のプ ト濃度 は女子 よ り僅かに

大であると述べている.私 が健康男女各々10

名に就 て測定 した所,第5表 の様 になつた.

この際の対照例 としては,別 の健康男女各々

3名 計6名 のプ ト凝 固時間を測定 して置き,

その平均値 を以て被 検 者20例 の プ ト指数算

出に当 り共通の対照値 と して使用 した.そ の

結 果,第5表 に見 る通 り,男 子 平 均98.5,女
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子平均104.3を 示 し何れ も正常範圍内にあつ

たが,男 子では一般に プ ト濃度大 なる傾向を

認め,指 数100以 下の もの6例 に及 んだが,

女子では皆無であつた.依 つて私は可及的誤

差を少 くする目的で,以 下 に於 ては被検者の

性別に依 り,対 照例 には総 て同性 の健康者を

選 んだ.

(ロ) 年 令別に依る差異

健康な男女の各年 令層の 者計82例 に就 て

測定 した所,第6表 の結果を得た.即 ち,健

康者の年 令に依る 差異は認められなかつた.

(ハ) 日時的動搖

第6表　 年 齢 別 に依 る プ ト指 数 の 差 異

第7表　 プ ト凝 固時間及びプ ト指数の 日時的動搖

健康 男女各 々5名 を選び,同 一 日中に於 け

る時間的動搖を検 した.こ の際実験に使用す

る トロンボプ ラスチ ン液 に は特 に注 意 を払

い,同 一時 日に製作 したものを用い,測 定の

都度,保 存氷室内 よ り少量宛 小試験管に移 し,

之を血清培 養凝固器内に持参の上37℃ に加
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温 して使用 した.

早朝6時 よ り20時 に到 る迄,同 一 人 に付

き5回 測定 した成績は第7表 の如 く,日 中の

プ ト凝固時間は早朝並び に夜 間に比 べて短縮

の傾 向を認め,一 見 プ ト濃度に変動があ る様

に見 えて も,実 際に之を指数 に表現 して見 る

と殆ん ど変動が見 られなかつた.

次に健康 男女各5名 に対 し,日 を異にして

数回宛 プ ト濃度を測定 した結果 を第8表 に示

した.数 回の測 定 中最 大 の 動 搖を示 したの

は,T.I.例 で,指 数 で7.8の 変動 を見 たが,

他 は総て実験誤 差範 圍と考え られ る指数5以

内の動搖 に 止まつた.

第8表　 プ ト凝時間及び プ ト指数の 日差 に依る相違

以上の成績か ら,日 時的動搖 は之を無視 して

差支えないと考えた.

第9表　 食 餌 に 依 る プ ト 指 数 の 影 響

(ニ) 食餌 の影響

食餌の攝取がプ ト濃度に影響を及ぼすかを

健康男女各々3例 に就て測定した所,第9
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表の結果を得 た.早 朝室腹時及び朝食攝取后

一定時間に於ける静脈血 のプ ト指数 は,食 餌

攝取后変化な きもの,や 増ゝ加 した もの,却 つ

て減少したもの等 があつて一定の変動を認め

なかつた.又 変動例で も食后の時間的推移は

一定の消長 を示 していない.最 も指数が増加

したのは, T.I.例 で食后1時 間に5.2増 し,最

も減少 したのは, Y.A.例 で食后6時 間で6.2

の減少を見た.残 りの4例 は指数の変動が5

以内であつた.即 ち,牛 腸,佐 藤, Thordarson,

等 の諸氏が夫 々の方法で測定 した結果 と同じ

く,私 も食餌性 の影響を認めなかつ た.

(ホ) 月経 との関係

第10表　 月 経 と プ ト 指 数 の 変 動

月経 は生理的現象 とは云え,屡 々血液性状

に変化が来 るので,此 の際の血液 プ トの動 向

を知ろ うとし,健 康 女 子10名 に就 て之を測

定 してみた.第10表 の如 く,プ ト指 数 に一

定の動搖 は見 出 し難 く,減 少 した もの,著 変

ないもの,或 は増 加 した もの等種 々であつ

た.非 月経時であつて も,月 経期の前后 には

かな りの変動があつた.そ こで 測 定 に 当 つ

て,対 照者 と して月経期及びその前后にあ る

女子を避 けた.

(Ⅳ)　 總括並 びに結論

私 は外科領域 に於 ける血液 プ トに関す る臨

牀的研究 を始めるに当 り,先 づ プ ト測定法 に

就 て加藤氏微量法を吟味 し,之 に多少の改良

を加 える事 に依つて, Quick氏 法その他の方

法に比 べて遜色 無 い 測 定 法 とす る事が 出来

た.本 法実施に当つて は,可 及的同一条 件の

もとで行い,プ ト濃度 は指数で表 わす事 と し

た.従 つて被検者のプ ト指数測定には,そ の

都度対照者 を必要 とす るので,プ ト量 に影響

を与える因子を避 ける必要があ り,諸 種条件

の もとに於 ける健康 人のプ ト指数の変動 を観

察し,次 の結果を得た.

(イ) 私の測定法では,動 脈血,静 脈血,及

び毛細管血のプ ト濃度に差 異 を認 め なか つ

た.

(ロ) 性 別に依る相違 は著明では無いが,一

般 に男子は女子 に比 べてプ ト濃 度が高い傾 向

にあ り,従 つて被検者の対照血 としては同性

の ものを選 ぶことにした.

(ハ) 年令別 に依るプ ト濃 度の差異 は認め難

い.

(ニ) プ ト濃度には認むべ き日時的変化は無

い.

(ホ) 食餌攝取 に依る影響は無い.

（ヘ) 月経 との関係 は一定でないが,月 経期

間並 びに之に近い時期ではプ ト濃度に動搖 を

来す ものがある.従 つて この時期の健康女子

よ りの対照血採取 は避 けた.

文献は最終篇に一括掲載する.


